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写真上：モンボシでの月一度の乳幼児検診に来た母子

2002年にザンビアを襲った干ばつ以
来、TICOが提唱してきた農村開発の
考え方『WAHEパッケージ』に、保健
医療分野のプロジェクトが加わること
になりました。プロジェクト開始を前
に、ザンビアの農村の人たちに必要な
保健サービスについて考えてみます。

　『Face to Face』の読者の方なら、
ザンビアの人たちが健康に暮らすこと
がいかに大変なことなのか、何度も耳
にされていることでしょう。平均寿命
が40歳に満たないことや、1,000人の
赤ちゃんのうち200人が5歳の誕生日の
前に死んでしまう（日本はたった4
人）ことなど、数字を見ているだけで
も、ザンビアは何だかとんでもなく過

酷な世界で、怖ろしい病気がまん延し
ている所と想像してしまうかもしれま
せん。
　確かに、日本では見られないマラリ
アやコレラといった病気が、ザンビア
では大きな問題として残されていま
す。しかしそれ以上に、日本人もかか
るありふれた病気に、ザンビア人もま
た同じようにかかっているのだという
ことを覚えておいてほしいのです。ザ
ンビア人も日本人と同じように、風邪
をひいて咳が出るとか、頭が痛いと
か、子どもが熱を出すとか（発熱が全
てマラリアとは限りません）、下痢を
したりします（コレラである方が少な
いです）。ただ、日本より回数は多い
かもしれません。

今年3月には、日本人医学生5名がモ
ンボシを訪問し、村人の健康に関する
実態調査を行いました。
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病気になったら遠出をする人たちへ
ザンビア共和国 チボンボ郡
農村地域プライマリーヘルスケア=プロジェクト 始動
Rural Primary Health Care Project in Momboshi Area under Chibombo District



飲めば治るのに薬
が手に入らない
　では、日本人がこういう病気を「あ
りふれたもの」としてそれほど心配し
なくてすむのはなぜでしょうか。病気
になっても、すぐにかかれる医者がい
る、近所の薬局ですぐに薬が手に入る
という安心感があるからではないで
しょうか。
　ザンビアの農村の人たちの場合はど
うでしょう。首都のルサカから100キ
ロほど北に位置するチボンボ郡モンボ
シ地域は、23の村から成る、人口約
7,000人の典型的な農村地域です。村
人は主食のトウモロコシやわずかな野
菜を育て、畑の間に点在する家に住ん
で、日本人の感覚からすると自給自足
に近い生活を送っています。
　ある日、村の子どもが熱を出したと
します。この子のお母さんは、熱をさ
ます薬がこの世にあることは知ってい
ますので、薬を与えたいと思いまし
た。でも、村では診療所どころか薬局
もありませんから、薬は手に入りませ
ん。お母さんは様子を見るしかありま
せんでした。

やりたいこと1 必要最低限の薬（解
熱剤・抗生物質など）は村で手に入
るようにしたい

写真左：臨時で下痢の子を診察して薬を渡
す筆者。この子も栄養失調だった

診療所ははるかか
なた30キロ先
　翌日になっても熱が下がらないの
で、マラリアではないかと心配になっ
てきました。診療所に行けば、マラリ
アの薬もあるはずです（在庫があれ
ば）。何より診察してもらえれば、安
心することができます（ヘルスセン
ターと呼ばれる診療所には、医師はい
ませんが、一定の訓練を受けた准医
師・看護師が診療を行っています）。
　お母さんは子どもを診療所に連れて
行こうとおもいました。しかし、最寄
りの診療所は30キロも離れた町まであ
りません。日に数便の乗合自動車（ミ
ニバス）はありますが、運賃が高くて
とても払えません。お母さんは今日も
家で様子を見ることにしました。
　次の日になってもよくなりません。
子どもは昨日よりぐったりして、元気
がありません。お金を借りてミニバス
代を工面して、やっと診療所で診察を
受けることができました。やはりマラ
リアだったようで、脱水もひどく、入
院することになってしまいました。

やりたいこと2 ヘルスポスト（簡
易診療所）を建てて、必要最低限の
診察が村で受けられるようにしたい

写真中：モンボシから診療所へとつづくメ
インロード。

何を食べさせれば
栄養がつくの
　診察した先生からは、栄養失調もあ
ると言われました。歳の割に体重が少
ないそうです。そういえば生後1年く
らいまでは、月に一度村でやっていた
出張検診で体重測定をしていました
が、最近は畑が忙しくて受けていな
かったので気付きませんでした。
　薬がよく効いて、何とかマラリアか
らは快復できました。退院のときに看
護師さんから、栄養のある食べ物を
もっと与えるように言われました。で
も、お金もないし、どんな食べ物がい
いのかはよく知りません。
　帰宅してからは、日々の暮らしが忙
しく、次また病気になったときのこと
までは考える暇もありません。

やりたいこと3 村の保健ボラン
ティアからお母さんに、栄養や病気
にならないための具体的な知識を広
められるようにしたい
写真右：モンボシの子どもたち。

　このお母さんと子どもが安心して健
康でいられるように、2007年8月から
3カ年計画でプロジェクトを実施しま
す。TICOから医師・栄養士を派遣し
て、「草の根技術協力事業」として
JICA（国際協力機構）の支援を受ける
予定です。 （田淵幸一郎）
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